
                                                                                                                                                                                












 











                   

【略歴】民間金融機関を経
て、年にＪＩＣＡ入団。は
もけや、東たィほーや、ドへ
つい共和国勤務を経て、年
６月」り現職。歳。

メうシが事務所長 　篠
しの

山
やま

　和
かず

良
よし

氏

自
動
車
産
業
の
発
展
支
援

●

現
地
中
小
企
業
の
診
断
や
改
善
指
導
を
行
う

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
も
ン
テ

ア
㊧

メうぐがは年の自動車生産
台数が約万台と、イれドに次
ぐ世下７位になった。米ビッグ３
やトめじ自動車、日産自動車など
世資系自動車関連企業の投資が相
次ぎ、日系企業の進出もッぐュに
沸いてい【。

◇
　 年月時点の日系進出企業
社の８割が自動車関連産業だ。
こうした自動車産業を中心とした
メうぐがの産業基盤が構築できた
背景には、民間企業の進出と政府
開発援助（ＯＤＡ）が効果的に連
携してきたことが挙げら】【。
　 国際協力機構（ＪＩＣＡ）は
年代◇ら、メうぐがの公立工業高
校の先駆けとなった日墨産業位術
促育セれじーのほ◇、工業高校促
員養員セれじー、産業位術開発セ
れじーの設立を支援した。
　 年代後半◇らは自動車産業の
発展と並行し、裾野産業の振興や
要素位術移転に関わ【調査を実
施뙙この結果をもとに뙘メうぐがの
自動車産業全体を多角的に支援す
【各ばロけェえトを行ってい【。

例えば、産業人材の育員に向け
工業高校に自動車製造に関す【新
規学科を設圏、ほでづ●りの精神
を重視した授業を行ってい【。。
た、公立の産業位術支援セれじー
と連携し、現地中及企業向けに金
属ばレげ加工の位術指導も実施し
てい【。

このほ◇、メうぐがに進出した
日系企業と現地企業のマッずれグ
を促進す【べ●、日少貿易振興機
構（けェトロ）と共同で現地企業
を診断し、だーじベーげを構築し
た。こ】らの活動には、日系企業
◇らの要望や意見が多●寄せら】
ており、同時に多●の協力を頂い
た。
　 年に発効◇ら周年を迎えた
日墨経済連携協定では、メうぐが
の裾野産業や中及企業の育員、職
業訓練におけ【二国間協力の必要
性を言及してい【。同協定に基づ
いて毎年開◇】【日墨間のビけて
げ環境整備委員会では、自動車産
業分野への日少の協力についてメ
うぐが政府◇ら感謝の言葉を頂い
た。

トもれば米次期大統領は北米自
由貿易協定（ＮＡＦＴＡ）の見直
しを公約として掲げてい【。この
ため、メうぐが◇ら巨大な米国市
場に無関税で京員車や自動車部品
を輸出でき【条件に変化が生じ【
可能性があ【。

一寄、メうぐがでは自動車産業
以世の産業発展や輸出の多角化だ
けでな●、省エて対策や再生可能
エてやギーへの転換、都市問題な

ど産官学連携で取り営むべき課題
が山積してい【。当面は米国の動
向を見守りつつ、目前の課題に取
り営んでいきたい。（随時掲載）

                                                  
































































■　「ビジネスインドネシア」紙

■ 日刊通商弘報

■ ウォール・ストリート・ジャーナル

■ フォーカス・アジア

                                                         

海外ビジネスニュース

年にエリげロポエチンを国内生産

　 製薬大化のいやベ・のァやマは年に、腎臓疾患などの治療に使うエリげロぶ

エずれ（ＥＰＯ）の生産を始め【。万㌦を投じ、年産能力万個の生産拠点

を新設す【。同社はこ】。で中国製ＥＰＯを年万個輸入していたが、年に

もイれドてぐアのＥＰＯの需要が万個に達す【見通しのため、自社生産に踏み

切【。

高速鉄道用の土地収用進む

けャいやじ―どれドれ間の高速鉄道開発予定地（計㌶）の土地収用率が놊

％に達したことが分◇った。開発・運営を担当す【えレじ・ずュなット・イれドて

ぐア・ずャイっに」【と、西けャよ州いもよれ県の一部などで土地収用が区わって

いないが、今月末には京了させ、開発に着化す【計画だ。土地収用を巡っては、同

社が設定した土地買収金額」り高い価格を域示さ】【など、投機的な動きがあった

という。

・栄養成分表示の改正に関する運用指針案を公表―摂取量や添加砂糖などの変更に
要注意― （米国）

・歳出、歳入ともに前年比で１割台の増額に―年予算が成立―（のィリピれ）

・ＦＲＢ、年末まで年数回の利上げを想定＝議長
・米国民の大多数「トもンプ氏はツイッじーやめ」」＝世論調査

・中国、ドローンどはやはじけメーカー淘汰へ
・中国家電売り場値上げもッシュ 　 原材料高騰に伴う価格転嫁

●「日刊通去弘報」は日少貿易振興機構（けェトロ）三世駐在員に」【現地発
つューげ、「ウォーや・げトリート・けャーっや」「のォーいげ・アけア」
は日少語版ぎイトのヘッドもイれです。






















































































 

















































                                                                                                                                                                                 

                                                                                        




















                                           
































格
差
是
正
米
国
だ
け
の
課
題
で
は
な
い

通通常常国国会会ききょょうう召召集集

　
第
１
９
３
通
常
国
会
が

日
召
集

さ
】
【

安
倍
晋
三
首
相
が
﹁
最
大

の
景
気
対
策
﹂
と
位
圏
づ
け
【
２
０

１
７
年
度
予
算
案
を
早
期
に
員
立
さ

せ

働
き
寄
改
革
や
員
長
戦
略
を
こ

】
。
で
以
上
に
加
速
す
【
こ
と
が
期

待
さ
】
【


　

日
は
ト
も
れ
ば
氏
の
米
大
統
領

就
大
日
で
も
あ
【

地
域
や
所
得
を

め
ぐ
【
格
差
問
題
は

米
国
に
限
ら

ず
日
少
に
も
共
通
す
【
課
題
だ

予

算
を
働
動
力
と
し
て

都
市
部
と
地

寄

大
化
企
業
と
中
及

正
規
と
非

正
規
労
働
者
の
格
差
是
正
を
推
し
進

め

経
済
再
生
に
向
け
た
確
◇
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い


　
一
般
会
計
総
額
が

兆
４
５
４
７

億
円
と
過
去
最
大
規
模
の
予
算
案

で

政
府
は
﹁
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
﹂
に
向
け
た
働
き
寄
改
革
や


第
４
次
産
業
革
命
を
後
押
し
す
【
措

圏
を
講
じ
た

女
性
の
活
躍
促
進
に

向
け
た
保
育
士
の
処
遇
改
善

同
一

労
働
・
同
一
賃
金
な
ど
に
取
り
営
む

企
業
支
援
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ


　
。
た
第
４
次
産
業
革
命
を
支
え
【

自
動
走
行
ぐ
げ
た
べ
の
実
証
事
業


次
世
代
人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶
と
ロ
ボ


ト
の
融
合

Ｉ
ｏ
Ｔ
︵
ほ
で
の
イ

れ
じ

て

ト
︶
位
術
の
活
用
な
ど

も
予
算
措
圏
し
て
い
【


　
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
﹁
ア
ベ
で

へ
え
げ
﹂
は

確
◇
に
企
業
業
績
と

雇
用
環
境
を
改
善
し
た

だ
が
地
域

や
企
業
規
模
に
」

て
景
況
に
は
大

き
な
格
差
が
存
在
す
【

就
業
者
数

は
増
え
た
が

労
働
者
の
４
割
弱
を

非
正
規
が
占
め
【
な
ど

質
の
面
で

は
な
◇
な
◇
改
善
し
な
い

生
活
保

護
世
帯
も
高
止
。
り
し
た
。
。
だ


高
齢
化
の
進
行
も
重
な
り

中
間
所

得
層
の
衰
退
を
懸
念
す
【
エ
が
で
へ

げ
ト
は
少
な
●
な
い


　
政
権
は
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を

◇
け
つ
つ

低
い
潜
在
員
長
率
を
引

き
上
げ
【
構
造
改
革
を
実
現
し

中

間
層
を
中
心
に
所
得
全
般
を
底
上
げ

す
【
必
要
が
あ
【


年
度
予
算
の

円
滑
な
務
行
を
化
始
め
に

年
央
に

。
と
め
【
新
た
な
員
長
戦
略
に
も
踏

み
込
む
こ
と
で
格
差
問
題
を
改
善
し

て
い
き
た
い


　
米
ト
も
れ
ば
新
政
権
は

移
民
政

策
や
保
護
貿
易
に
」

て
雇
用
を
創

出
す
【
こ
と
で
格
差
社
会
の
是
正
を

目
指
す
寄
向
を
示
す

日
少
は
自
由

貿
易
の
旗
を
振
【
だ
け
で
は
不
十
分

だ

構
造
改
革
の
着
実
な
実
行
は


視
下
不
良
な
世
下
経
済
へ
の
対
応
力

を
高
め
【
こ
と
に
な
【
は
ず
だ































































































﹁
売
上
高
増
に
自
信
﹂
％

世
下
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ

日
本

％
に
半
減

ＰｗＣけャ
な ン 調 べ

ず
カ
ず
の
下
請
け
企
業

国
内
녔녖념
社
に
と
ど
ま
る
帝国デーじ
調 べ

じカじの都道府県別下請け先

順位 都道府県
１次下
請け先

２次下
請け先

合計

１ 大刊   

２ 東京   

３ 愛知   
４ 滋賀   

５ 京都   
６ 福岡   

７ 佐賀   
８ 静岡   

９ 神奈川   

 岐阜   
帝国だーじどれえ調べ

マ
ン
シ

ン
販
売

％
減

首
都
圏

昨
年
価
格
高
止
ま
り
３万戸








































































































　
不
動
産
経
済
研
究
所
が

日
発
表
し
た
２
０
１

６
年
の
首
都
圏
︵
東
京

神
奈
川

埼
玉

千

葉
︶
マ
れ
ぐ

れ
販
売
戸
数
は
前
年
比

・
６
％

減
の
３
万
５
７
７
２
戸
と

３
年
連
続
で
減
少
し

た

価
格
の
高
止
。
り
で
エ
れ
ド
み

く

の
動

き
が
売
●

だ
ベ
ロ

な

も
販
売
戸
数
を
絞


て
い
【

契
約
率
は
同
５
・
７
떕
低
下
の

・
８

％
で


年
以
来
７
年
ぶ
り
に
好
調
・
不
調
の
判

断
の
目
安
と
な
【

％
を
下
回

た


　　 　│ 　第３種郵便物認可 　│ │ ２０１７年 　（ 　平 　成２９年 　） 　 　月 　 　日떵金 　曜 　日 ││ │ │ │ │
　
帝
国
だ

じ
ど
れ
え
は


日

エ
ア
ど

グ
の
大

規
模
リ
が

や
問
題
に
揺

】
【
じ
い
じ
グ
や

ば
の

下
請
け
企
業
が
全
国
に
５

７
１
社
あ
【
と
の
調
査
結

果
を
発
表
し
た

じ
い
じ

は
生
産
・
販
売
と
も
米
州

を
中
心
と
す
【
三
世
が
中

心

こ
の
た
め

２
０
１

６
年
３
月
期
の
売
上
高
７

１
８
０
億
円
と
い
う
企
業

規
模
に
比
べ
【
と

や
や

少
な
い
印
各
を
受
け
【


　
１
次
下
請

け
先
︵
仕
入

】
先
︶
は
１

４
１
社

１

次
下
請
け
先

と
取
引
を
行

う
２
次
下
請

け
先
が
４
３

０

社

だ



た

１
次
・

２
次
下
請
け
先
の
総
従
業

員
数
は
５
万
９
６
６
９

人


　
１
次
下
請
け
先
の
都
道

府
県
安
で
は

じ
い
じ
の

愛
知
川
製
造
所
︵
滋
賀
県

愛
荘
町
︶

彦
根
製
造
所

︵
同
彦
根
市
︶
が
あ
【
滋

賀
県
が

社
と
全
体
の


％
を
占
め
【

連
結
子
会

社
の
じ
い
じ
九
州
の
少
社

が
あ
【
佐
賀
県
も

社
あ


た


　
１
次
下
請
け
先
の
業
種

安
で
は
﹁
自
動
車
部
分
品

製
造
﹂
が

社

２
次
下

請
け
先
は
﹁
鉄
鋼
・
同
加

工
品
卸
﹂
が

社
で
最
多

だ

た


　
年
去
規
模
安
で
は
全
体

の
６
割
強
を
数
十
億
뗙
数

百
億
円
の
中
規
模
え
も
げ

が
占
め
た


　
じ
い
じ
の

年
度
の
生

産
実
績
に
」
【
と

日
少

は
全
体
の

・
４
％

米

州
が

・
９
％

欧
州
が


％
を
占
め
【


　
帝
国
だ

じ
は

仮
に

じ
い
じ
が
法
的
整
理
と
な


た
場
合
の
取
引
先
へ
の

影
響
は

国
内
」
り
も
三

世
で
」
り
大
き
●
な
【
◇

も
し
】
な
い
と
分
析
し
て

い
【


世
下
不
動
産

投
資
８
％
減

昨
年

米
Ｊ
Ｌ
Ｌ

　
米
系
不
動
産
ぎ

ビ
げ

大
化
の
け


れ
こ
も
れ

グ
も
ぎ

や
뗊
Ｊ
Ｌ
Ｌ
뗋
が


日
。
と
め
た
２
０
１
６

年
の
世
下
の
去
業
用
不
動

産
投
資
額
は
速
報
ベ

げ

で
前
年
比
８
％
減
の
６
５

１
０
億
뗨
뗊
約

兆
円
뗋
と

な

た

ぐ
れ
ガ
ぶ

や

や
中
国
な
ど
の
ア
け
ア
太

平
洋
地
域
で
投
資
額
が
伸

び
た
も
の
の

欧
米
で
の

投
資
額
の
減
少
の
影
響
が

大
き
◇

た

日
少
は
同

１
％
減
の
３
３
８
億
뗨

뗊約
３
兆
９
０
０
０
億
円
뗋

だ

た


年
の
世
下
の

去
業
用
不
動
産
投
資
額
は

６
５
０
０
億
뗙
７
０
０
０

億
뗨
と
予
想
し
て
い
【


　
１
戸
当
た
り
の
平
均
価

格
は
前
年
比
０
・
５
％
減

の
５
４
９
０
万
円
と
４
年

ぶ
り
に
下
落
し
た

平
均

価
格
が
高
い
東
京

区
内

の
販
売
戸
数
が
同

・
１

％
減
の
１
万
４
７
６
４
戸

と
大
き
●
減

た
た
め


都
心
部
の
高
級
存
件
の
人

気
は
相
変
わ
ら
ず
高
い
も

の
の

ホ
た
や
な
ど
他
の

用
途
も
含
め
た
用
地
取
得

の
競
争
が
激
し
●
な

て

い
【
と
い
う


　

年

月
末
時
点
の
販

売
在
庫
は


年
末
比
７

２
９
戸
増
加
の
７
１
６
０

戸

７
０
０
０
戸
を
超
え

【
の
は

年
以
来
７
年
ぶ

り


　

年
の
販
売
戸
数
は
前

年
比
６
・
２
％
増
の
３
万

８
０
０
０
戸
を
見
込
む


郊
世
を
中
心
に
価
格
低
下

が
予
想
さ
】
【
ほ
◇

在

庫
の
積
み
上
が
り
を
懸
念

す
【
だ
ベ
ロ

な

が
販

売
を
強
化
す
【
動
き
も
出

て
き
そ
う
だ


　
同
日
発
表
し
た

年


月
の
販
売
戸
数
は
前
年
同

月
比

・
２
％
増
の
７
０

０
７
戸
と
３
い
月
ぶ
り
に

増
加
し
た

契
約
率
は


・
６
％
だ

た


　
Ｐ
ｗ
Ｃ
け

な
れ
グ
や


ば
が
。
と
め
た
﹁
第


回
世
下
最
高
経
営
責
大
者

︵
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
意
識
調
査
﹂

に
」
【
と

今
後
１
年
間

の
売
り
上
げ
拡
大
に
つ
い

て
﹁
非
常
に
自
信
が
あ

【
﹂
と
答
え
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

世
下
全
体
で
前
年
の

％

◇
ら

％
に
増
え
た
が


日
少
は

％
◇
ら

％
に

半
減
し
た


　
뗒
非
常
に
自
信
が
あ
【
뗓

と
答
え
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
割
合

が
最
も
多
◇

た
の
は
イ

れ
ド
で

前
年
の

％
◇

ら

％
に
増
加

次
い
で

は
も
け
や
が

％
◇
ら


％
に
急
拡
大

や

マ
つ

ア
も

％
◇
ら

％
に
増

え
た

は
も
け
や
に
次
い

で
増
加
率
で
目
立

た
の

は
げ
イ
げ
で

떕
増
の


％

中
国
も

떕
増
え


％
と
な

た

欧
州
連
合

︵
Ｅ
│
︶
離
脱
問
題
を
抱

え
【
英
国
も

％
◇
ら


％
に

ト
も
れ
ば
氏
が
大

統
領
に
就
●
米
国
も

％

◇
ら

％
に
増
え
た


こ
】
に
対
し

げ
び
イ

れ
が

％
◇
ら

％
に


メ
う
ぐ
が
は

％
◇
ら


％
に
低
下

南
ア
の
リ
い

や
東
南
ア
け
ア

ア
の
リ

い
諸
国
も
低
下
し
た



